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＜概 要＞

東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故以来、行われていなかった双葉郡内

の国有林野において木材生産事業を再開するほか、各種事業を以下のとおり実施す

る予定です。

１．木材生産事業について、広野町と川内村において再開。

２．育林事業のうち保育間伐（丸太を運び出さない間伐）について、里山再生モデ

ル事業の一環として、葛尾村において再開。

３．林業の基盤となる路網整備事業についても、広野町において林業専用道の開設

に向けた調査設計を再開するとともに、南相馬市等において路面整備、飯舘村、

富岡町において路面整備のための事前調査を実施。

４．松川浦海岸防災林のボランティア植樹、技術普及検討会の開催。

なお、避難指示解除に伴う国有林野事業の実施・再開に当たっては、平成３０年

を始期とする磐城森林計画区の地域管理経営計画等の編成も含め、今後とも国有林

野所在市町村長有志協議会の再開等を通じて、関係市町村と連携を図りつつ、柔軟

に対応したいと考えております。

磐城森林管理署では、東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故以来、行われてい

なかった双葉郡内の国有林野において木材生産事業を再開するほか、各種事業を以下の

とおり実施する予定です。

１．木材生産事業の再開

避難指示が解除された区域内の国有林野のうち、空間線量が比較的低く木材生産事業

が可能な箇所において、平成２８年度に具体的な事業箇所の選定を行ってきました。

この結果、木材生産事業を広野町と川内村において試行的に再開する予定です。

市町村 予定箇所 見込面積 樹種 施業方法 実施時期 備考

① 広野町 上北迫地区 約 スギ外 間 伐 秋1ha H29
② 川内村 上川内地区 約 アカマツ外 誘導伐 秋1ha H29※１

里山再生モデル地区③ 川内村 下川内地区 約 アカマツ外 択 伐 秋5ha H29※２

①広野町木材生産予定箇所 ②川内村木材生産予定箇所



なお、③は平成２８年９月に川内村に設定された里山再生モデル地区において、民有

林と連携を図りつつ、国有林野内において択伐を行うものです。

③川内村木材生産予定箇所

※１ 森林のもつ公益的機能を高度に発揮させるため、部分的に伐採するを繰り返しつつ樹木の更新

を図ることにより常時二段林等に誘導する方法。

、 。※２ 木材として利用できる大きさになった樹木を 概ね３０％以内の伐採率で抜き伐りをする方法

２．育林事業の再開等

避難指示が解除された区域内の国有林野のうち、平成２９年度は葛尾村において育林

事業のうち保育間伐（丸太を運び出さない間伐）を再開する予定です。

なお、楢葉町では約５ の除伐を、川内村では４ の除伐ほかを、広野町では約ha ha
３８ の除伐ほかを、田村市では約７ の下刈りほかを実施する予定です。ha ha

市町村 予定箇所 見込面積 樹種 保育方法 実施時期 備考

里山再生モデル地区葛尾村 落合地区 約１ ヒノキ 保育間伐 秋ha H29※３

楢葉町 下小塙地区 約５ スギ 除伐 秋ほか ※４ほかha H29
川内村 上川内地区 約４ ヒノキ 除伐 秋ほか ほかha H29
広野町 上北迫地区 約３８ スギ 除伐 夏ほか ほかha H29
田村市 都路地区 約７ スギ 下刈り 秋ha H29ほか

葛尾村育林予定箇所

なお、この箇所も平成２８年９月に設定された里山再生モデル地区であり、民有林と

連携を図るため、連絡調整を行った上で実施していく予定です。

※３ 形質の悪い植栽木等を除去し、植栽木の生長促進を図るために行う保育作業。

※４ 植栽木の生長を阻害する天然生木等を除去し、植栽木の生長促進を図るために行う保育作業。



３．路網整備事業の再開

林業の基盤となる路網整備事業については、平成２９年度に広野町において、林業

専用道の開設に向けた調査設計を再開する予定です。

また、洗掘した路面の修繕や落石の除去作業等について、これまで平成２６年度に

広野町、楢葉町、南相馬市、平成２７年度に川内村、平成２８年度に葛尾村おいて再

開してきました。平成２９年度においても、引き続き楢葉町等において６５路線、約

１３８千 を実施していく予定です。m

市町村 路線数 延 長 市町村 路線数 延 長

7 12 m 17 27 m葛尾村 路線 約 千 川内村 路線 約 千

21 47 m 2 5 m楢葉町 路線 約 千 南相馬市 路線 約 千

4 8 m 14 40 m広野町 路線 約 千 田村市 路線 約 千

さらに、路面整備のための事前調査を、平成２９年度に飯舘村、富岡町、南相馬市

において２２路線、約６５千 を実施し、今後の路面整備事業の再開につなげていくm
予定です。

市町村 路線数 延 長 市町村 路線数 延 長

8 20 m 2 8 m飯舘村 路線 約 千 富岡町 路線 約 千

12 37 m南相馬市 路線 約 千

４．その他

（１）松川浦海岸防災林のボランティア植樹

東日本大震災の津波で被災した松川浦の海岸防災林について、早期復旧のため

植樹活動を行いたいとのボランティア団体の要請等に対応し、毎年、ボランティ

ア活動の主体を募集するなど、民間との協同での取組を行っております。

平成２９年度は、特定非営利活動法人 、特定非営利活動法人しんりん、DO55
株式会社東邦銀行の３団体が植樹を行います。

詳細は別紙を参照ください。

（２）技術普及検討会の開催

国有林では、森林・林業の再生に向けて貢献するため、低コストで効率的な作

業システムの提案・検証や先駆的な技術・手法について、事業実行等を通じて民

有林への技術普及を図る検討会を開催しております。

平成２９年度は、列状間伐や伐採から植林までの一貫作業システム等について

現地検討会を開催する予定です。

なお、避難区域解除に伴う国有林野事業の実施・再開に当たっては、平成３０年を始

期とする磐城森林計画区の地域管理経営計画等の編成において、さらなる木材生産区域

の拡大等を図ることとし、放射性物質の線量調査を踏まえ、柔軟に対応していく予定で

す。また、東日本大震災以降休止していた国有林野所在市町村長有志協議会を再開させ

るとともに、これらを通じて、今後とも関係市町村と連携を図りつつ、一層柔軟に各種

事業を実施していく考えです。
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